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1. はじめに

モダニス'ムの作家たちが『近代的自由iの象機とし

て掲げたものにスポーツがある。 このようにモダニズ

ムの作家たちがくスポーツする身体〉に関心をしめした

のも、阿部が『スポーツ小説』において、 『スポオツを

通じて、現代の生活を幾分でも批判したいとおもひ、そ

して暴露とまでは行かないまでも、スボオツマンとそれ

を取巻く生活を解剖してみたい気もあった。あるひはそ

の英雄主義を、現代の肉体文明を、描罵してみたい気も

もあった。 j1) というように、阿部は身体問題を社会問

題として捉えながらスポーツの髄値論と[近代的自由]

との慌わり方を論じているのである。このように昭和初

期には fスポーツ小説jという呼び、名が定着するほどに

多数のスポーツ物がモダニズムの作家たちによって脅か

れたのである。 本舗の目的は昭和初期におけるモダニ

ズム文芸と身体・スポーツの{系わり方の追究の予繍的な

試みとして、その先駆的作品と思われる『癒人の愛jに

おける女主人公のナオミの身体の西洋化の意義について

概観してみたい。

さて、 『癒人の愛』はく大正後期性会に甚こりつつあっ

た社会的変化〉討を忠実に反映した作品であると言われ

愛知工業大学基礎教育センター(豊田市)

る。この作品の女主人公ナオミの生き方は大正後期社会

から昭和初期社会にかけての典型的なく新しい女〉の姿

であったと指摘されている。 3)このように f文学はたし

かに一つの社会の表現であるjとか、文学作品は[時代

の風情を映し出すリアリズム小説としての性格をもっj

と言われように 4)文学作品にみられる社会状視や人々の

メンタリティといった時代像は、社会史や民衆文化の研

究にとっては実証的研究にも劣らぬ資料的価値があるよ

うに思われる。

そこで、本舗においても文学作品をそれ自体、社会と

請極的に{系わることによって意味をもっ自立した文化社

会学のーフィールドとして捉え、 〈身体をめぐる時代環

境を鋭敏に感知した作品>5) として注自される『鏑人の

愛jを拠り所としてテーマへのアプローチを試みる。

さて、大正後期社会、つまり関東大震災後の社会は特

にアメリカの彰響の下に経済、思想、文化、嵐{省等が変

容していき、モダンな都市文化が形成されていくように

なる。 r殊に此の頃のやうに日本もだんだん国関的に顔

が広くなって来て、内地人と外国人とカ噛んに克療する、

いろんな主義やら思想やらが這入って来る。男は勿論女

もどしどしハイカラになるJ7)、『痴人の霊』の書き出

しである。この一節に大正後期社会の状揖が集約されて

いるように思れる。進行する国際化、その結果としての

外国思想の流入や日常生活の西洋化、そして都市化現象
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と大衆社会の出現は、 くモダンj習によるモダン相〉が出

現した社会でもあったと言われている。 3)さて、関東大

震災は東京に壊織的な打撃を与えたが、同時それは日本

人の思考・行動機式の上で髄値観の転換をもたらす契機

にもなったと言われる a

畏関輝子の回想記『父からの贈り物jによれば、震災

時、女学生であった主人公は万事に積極的な行動をとっ

ていたがために、 く新しい女〉という意味で震災後とい

うレッテルを貼られたと言及している。 9)

では、谷崎自身はこの関東大震災をどう受けとめてい

たのだろうか。 rかの大震災の折り、自分が助かったと

思った刺郡横浜にある妻子の安否を気遣うたけれども、

殆ど同じ瞬間に[しめた、これで東京がよくなるぞjと

いう歓喜がわいてくるのを、知伺ともし難かったJ10) 

というように、横浜に残してきた妻子の安否を気遣いな

がらも震災後の東京が近代都市{としていくのを想壊し

それに伴って風協習f賓の変革をも期待したのである。つ

まり、谷崎にとって関東大震災は伝統的属博習↑震をー拭

して、 「もう櫨女たちは畳の上に生ったり、帯で胴体を

締め付けたり、題、い平べったい木の穿き物を引き掘るよ

うな事はないだろう。そしで撞女たちは肉体が健やかに

発育を遂げた頃には、家躍に、密頭に、競技場に、海水

浴場に、当時代の日本が夢想だにもしなかった女性美が

見られるであろう。それは殆ど人彊が遭ってしまったよ

うな変化であり、姿も、皮j替の色も、 eaの色も、酉洋人

臭いものになり、被女たちの話す日本語さえが猷州語の

ひびきをもつであろう。 J1けというように1位。年代の

都市文化社会にふさわしい女性像を空想していくのであ

る。さらに{私の求めるのは、生き生きとした憾と、壊

活な表構と明朗な音声と、韓康で均整のとれた体格と、

そして問よりも直っすぐな畏い胸と、ハイヒールの沓が

ぴったり納まる爪の尖った可愛い足と、要するに、外圏

のスタアの肉体と服装を{替えた婦人1髄の模事といった

ように、 『舗人の愛jの女主人公ナオミはこうした背景

から描写される女性像であったと思われる。ここでは関

東大震災を契機として出現し、都市化社会に順応してい

く女性樺として捕かれるナオミの身体についての屡闘を

試みる。

さて、本論は『癒人の愛』を作品論のレベルで伺か

新しい解釈を試みようとするものではない。本論の目的

はあくまでも作品を構成する女主人公ナオミの身体像を

追究することによって、大正後期社会おける身体壊を描

いてみたいのである。それは、やがてモダニズム文芸と

身体・スポーツとの保わりを追究するための大雑把な予

備的結みでもある。

2園 西洋崇拝と身体

谷崎の西洋に関する理解 a 把握についての批判は今日

では定説化されていると言われている。 13) しかしなが

ら 『舗人の饗』を書く頃の谷崎は熱烈な酉洋崇拝者で

あり舗の初期の諾作品にも酉洋崇拝の熱を感じさせる

ような描写がいたるところに散在するのである。ここで

は谷崎の酉洋崇拝が開を物語るものであったのか、また、

その酉洋崇拝と保わっているく自〉という色彩に対する

異織なまでのこだわりが何を意味するものであったのか

を追究しながら、身体との罷わりについて探ってみたい。

Iわたしは自分の胸の中に競えている痛切なI芸術上の欲

求が、到底現代の日本に生まれて日本人に圏龍一ーさ

れて居ては、構足されるものではないことを発見した。

一一一一一 私は骨量黙として、醸しい酉洋崇拝熱に襲

われ虫色めた。一一一私は人聞が神を仰ぐやうに酉

洋を見すには層られなくなった。 J14) このく識しい酉

洋崇拝熱〉にとりつかれたく私〉とは谷崎自身のことと

思われる a では谷崎を捉えたく西洋〉とは何であったの

か。 r一一一あ L己は西洋に行きたいな。あんな荘

厳な、堂々とした婦人の肉体を見る事の出来ない国に生

まれたのは己の不幸だ。芸摘が何だ、文学が伺だ、こん

なちっほ吋な体格と、ぼんやりとした色彩と、浅薄な刺

載しかない日本に居ながら、立首長な芸捕なんか出来るも

んか。 E 一一一一一 j 15) と言うように、 この作品中の

『麟太郎』の西洋への撞韻はく堂々とした婦人の肉体〉

であり、それは主人公のくちっぽけな体持〉と対置され

て語られていくのである。 rrあ L西洋へ行きたい。酉

洋へ行きたい。部長な体格を持った西洋人に生まれなかっ

たのは撲の第ーの不幸だ。 j其時分、被の西洋崇拝熱は

異常に目玉盛になって、ーしきり[日本の物は伺でも轍い

だjなどと言いました。 j 16) この作品の中で友人に語

らせる西洋崇拝熱も谷崎自身のことと思われる。そして

ここでも西洋の崇拝がく立派な体格を持った西洋人〉へ

の瞳揮であり、それはく芸捕と体育〉との係わりで語ら

れていくのである。さて、 f据i寧と、悪道路と、不秩序

と、険悪な人情の外何物もない東京J17)、この雑熱た

る東京が fいっそ大火事でもあって、ある五味構めを引っ

くり覆したような町々が烏有に掃してしまったらい

い。 J18) というように、東京がつまらないと感じてい

た谷崎にとって関東大震災はく歓喜が濁いて来るのを如

何ともし難った〉はど、それに伴う嵐俗習構の変革を想っ

てく種々な幻彰〉を描いていくようになるのである。し

かもそれが酉洋流の審修遊楽といった幻想であっても、

く伺事も西洋を模範とする日本〉であれば、必ず日本が

夢想だにしなかった女性美の出現という夢を描いていく

ようになるのである。附 f精神にも《崇高な靖神》と

言うものがある如く、肉体にも《崇高なる肉体》と言う

ものがあるJ20) こうして谷崎はこのく崇高なる肉体〉
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を持った女性を酉洋人に求めていくのであるが、それは

また『のびのび、と発達した子馬のような手足の肉がやが

てその ritJ合わないj棚を脱いで、一一一撞の高

いきゃしゃな草花先でしなしなと簡を通る酉帯人のように

なった姿を空想』していくように、 21)谷崎の酉洋崇拝

が基本的には酉洋人の身体に対する撞留であり、そして

く女性と言うものに対しては、ずっと前から或理想を持っ

ていた>22) というように、 く堂々たる体格の西洋人〉

とはく由曹の人撞の婦人〉であり、 『癒人の愛』で具体

的に描写されているシユレムスカヤ夫人のく白い手〉で

あった。 rナオミの手だって、しなやかで艶があって、

指が長々とほっそりしていて、勿論優雅でないことはな

いロが、その[白い手Jはナオミのそれのやうにきゃしゃ

過ぎないで、掌が厚くたっぷりと肉を持ち、指もなよな

と伸びていながら、弱々しい薄ツベらな感じがなく、

[太いjと同時に[美しいj手だ。 一一一そして何

よりもナオミと違っていたところは、その皮膚の色の異

常な白さです。 j 23) このシユレムスカヤ夫人こそは

く白〉の体現者であり、そオ14まナオミのくきゃしゃな手〉

と違ってく太く〉、 く美しい〉手であり、そしてく皮膚

の色の異常な白さ〉は、臨臭さえも〈婦人の白い体から

肺三れる香気〉と感じとってしまうほどであった。では、

このように谷崎が西洋人女性の身体の崇拝へと頬註して

いくそのく白〉への撞樺は何であったろうか。 r私は白

を此の世の中の間物にも罷る寅いものと崇拝したJ24) 

と言うように、谷崎にとってく白〉は優雅、武異智恵、

品格を象徴する概念として、それはく赤〉と対比させな

がらく白〉をあらゆる美j患の象織として捉えていくので

ある。そして谷崎にとってこのく白〉を崇拝する感晴は

[或一つの完全な美の額的、まあ、強いて名づければそ

うでも言うより外になかろう J25) と言うように、それ

は西洋人女性のく堂々たる身体〉の美の象識と見立てて

いたように思われる。であれば『錨人の愛』において酉

洋人のように仕立てられていくナオミの身体はその

く白〉への転化であり、そのための教育が開始されてい

くようになるのであるロナオミの身体は主人公の西洋崇

拝熱の基底にあるく白〉が持っと思われた諸櫨性を具現

化していくような身体として仕立てられていかなければ

ならなかったのである。しかしそれは主人公や井上菊

子のような伝車繭句な身体の歪誌に連なっていくのである。

3. 日本人の身体の自己否定

『痴人の愛』の主人公によるナオミの身体像に象徴さ

れる酉洋的なものへの崇拝は、ひたすら日本の伝統的な

文化との比較であったと思われる。 r幼い頃から酉洋人

の女の多くをみつけていたせいでもあろう、 f女j とい

ふと彼には純白の虫j習を持った、金色ι壌をちぢらせた、

聖母のやうな気高い碧い瞳を持った荘騒な麗が自民に浮か

んだ。舗の f女jはそれ以外になく、 f長女は鰻の美しい

夢の世界にすんでいた。一一一ーしかし黄色し3成j習を

着せられている日本人の織が、それをどうすることが出

来ょう。被は此処でもあきらめをもたねばならなかった。

さうして舗のそのあきらめは、反対に、日本人の女に対

する鹿感と蟻悪になった。~ 26) このように、主人公が

西洋人の女性を崇拝するように、行動様式を構造化する

文化コードの差異はナオミの身体技法にも反映されてい

くのである。

ここではまず、谷崎による西洋人の美と日本人の美

におけるく身体技法〉の比較を試みることにする。 r日
本橋の家の奥でかすかな~の明かりをたよりに針仕事を

していた母の姿を考えると、昔の女がどういう鴎なもの

であったか、少しは想億出来るのである。一一一一母は

至って背が低く、五尺に足らぬほどであったが、母ばか

りでなくあの頃の女はそのくらいが普通だったのであろ

う。いや極端に言えば、被女たちには殆ど肉体がなかっ

たのだと言ってしい。私の母の顛と手の外、足だけはぼ

んやり覚えているが、鯛体については記櫨がない。

一一一一ーが、昔はあれでよかったのだ。閣の中にi主む、

彼女たちに取っては、ほのじろい顔一つあれば、胴体は

必要なかったのだJ27) 0 女性美の器準のことばかりしか

考えなかった谷崎は、伝統的文化コードによって培われ

た身体技法が、身体の西閉じ志向が庶民一般にまで広がっ

ていく大正後期社会にあって曹、復することすら圏難になっ

てきている事を指摘しながら、都市化社会と調和するよ

うな西洋化した身体韻を求めていくのである。 r古い長

い伝統を背負う日本の女性を酉洋の女性の世置にまで引

き上げようと言うのには、精神的にも肉体的にも数伐の

ジェネレーションにわたる博繍を要するのであって、こ

れがわれわれ一代の聞に構たされよう筈はない。早い話

しが、まず酉洋諸の姿態の美、表情の美、歩き方の美で

ある。一一一一一西洋には速くギリシャの課体美の文明

があり、一一一一一女性が真に櫨らと同等の美を持つた

めには、われわれもまた被らと同じ神話に生き、

一一一数千年に遡る損らの美術をわれわれの酉に移し

植えなければならない。 j28) と言うように、谷崎は日本

人女性の身体と西洋人女性の身体との比較を伝統的文化

コードの差異に帰しながら、ナオミを通して日本人の身

体の西洋化を履闘していくようになるのである。しかも、

それは日本人の伝統的な身体技法の否定となって麗関さ

れるのである。このことは『踊人の愛』の中のいたると

ころに散在しているのである。つまり、 f何しろ背が五

尺二寸という小男で、色が黒くて、歯並びが悪くて、あ

の堂々たる体格の背容人を女鹿に持たうなど Lは、身の
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程を知らな過ぎる。 J29) というように、主人公のく身長

の抵いこと〉、 く色が黒いこと〉、 く歯並びが悪いこと〉

とに象概される主人公の、日本人としての典型的な身体

を自己轍悪的に強調しながらそれは西洋人のく堂々たる

体緒>>に対する劣等感に転化されていくのである。と

ころで、 『顔はと言ふと、頬っべたが赤く、目良識吹きし

曹が厚く、そして何処までも準日本式の、浮世絵にでも

ありそうな翻畏い奥つきをした風笑顔の輪郭でした。

一一一一層ふに此の女は、自分の顔があまり日本人

過ぎるのを批の上もなく不幸に感じて、成るだけ酉洋臭

くしようと苦心惨櫓しているらしく、よくよく見ると、

凡そ外部の蕗出している腕と言う腕には翰が吹いたやう

にお白粉が遺ってあり、組の閤りにはペンキのやうにさ

らぎら光る縁青色の絵の具がほかしてあるのですB

J 3自)ダンス‘ホールに登場する実業家の

贈の井上菊子もまた、日本人的な身体の持ち主として描

写されていく。特に身体の加工という化粧も、不用意す

ぎるほど酉洋人を無自賞に撰髄することの滑籍さは、

fニッポンもニッポンも、縄ニッポンj と、西洋人的な

身体への努力がここでは f漉の悲しき努力j と築糊され

ていくのである。

さて、 『舗人の愛』の主人公や井上菊子のような典

型的な日本人の身体は、都市化によって酉洋化が進む大

正後期社会にあっては否定的に捉えられていくのである

が、ぞれは常に西洋人の身体と比較される額向を持って

いたのである。たとえば、福島県体育主事ー富田彦三郎

は日本人女性の体型や姿勢の悪さは揺統的な文化コード

に錨拠するものであることを強調していくのである。

I矯jll時代に於ける女子道i患を最もよく現したものは貝

原益軒の女子大学である。その内に七法と言うことを説

いて層る。一一ーその様な堅苦しい、協屈な思想

が悪彰響を及ぼして女子の体盤が悪くなったと思われま

す。 J31) このように富田は、日本人女性の身体的な失

点が伝続的な遵櫨規範に掬東された女性観に語圏してい

ると指摘しながら、 f古来わが圏では、立てば埼薬坐れ

牡丹歩む姿は百合の花と言った識な女子の美を花に関え

て居ります。雨にぬれたる権藤といった舗なナヨナヨと

した吹けば璃ぶ様な姿を昆いとして賞賛されたのであり

ます。一一一一 古来から日本人は美を顔に求めて体

全体を見ないのであります。 j幻)櫨は日本女性の美の

規準が酉洋的なく勤美〉に対してく静美〉にあったこと

を指摘しながら、日本女性の身体の故蓄にあたって女性

美の規準の確認、さらには生活鵠式の故善にまで言及し

ていくのである。 rぞれから着物である。これも裾が畏

く足にからまって敏活な動作が出来ない。搬の大正12年

震災の時日本人はこの着物が原菌して非常に嬢死者を出

したj川、というように富田は関東大震災のとき女性

の行動を制臨した着物へも言及しているのである。掻は

このように伝統的髄値観による拘束が田本人女性に対し

て身体技法上の悪さをもたらしたと指摘しながら、 [酉

洋人は立派である。活発であるjとか、 『外国の婦人は

美容体操といふて、身体の曲線美と言う事に色々と主夫

をこらしてやって折られます。 j34) というように、櫨も

また日本女性の身体を政義するためのモデルを西洋人女

性に求めていくのである。

このような富田の見解は披自身だけの考えではなかっ

たろう a しかも識の主彊が昭和初期という時代的な制離

はあっても、 『擁人の愛』が舞台となった大正後潮社会

でもそれは開檎であったと思われる。つまり、西洋人の

身体を理想のモデルとする考えは大正後期社会には一般

にも浸透していたように思われる。 r日本人は背が鑑い

患が短い。かう言われていた時代はもはや昔と思われる

位今ではピッタリ型についた洋盟、そしてなだらかな関

線の美しさ、そこには外人にも劣らぬ鯉撃った体格の人

を見る事ができます。 一一一一静干し振り返って他を見

る時ぞれは掻く少ない一部の人にのみではないでしょう

か。背の櫨い足の短い人々が醜い格好でチヨコチョコと

小舗などから出て来るのをどんなに多く私選は見かける

でせう。其所i比開の町角などで少し体格がいいなと思う

人々は大抵大学生あがりか、文学生ばかりです。そして

日本人は外圏人に比べて快揺さ明るさがないと言っても

好いゃうです。 一一一一一ヂメヂメと何時も日当たり

の悪い都会の汚い路地のやうにおしちぢめられて日光に

描しない、運動を念頭におかぬ陰気な生活が身体や靖神

土にも影響するのでせう。語唱しさうに小さくかがんで気

兼さうな謹をしています。 j35) この高岡高等女学校四

年生の富田富子もまた、古くて、韓気な日本人の身体、

身体技法の醜さといったものを指摘しながら、それは西

洋人との比較で語られていくのである。こうした富田自

身にも理想的で快活な身体を持つものとして、 〈酉洋人

の身体〉畿といったものが潜在的背景にあったように思

われる。大正撞期社会、西洋人的身体への撞舗は日本人

の身体が劣っているという認議、つまりこの認識こそ日

本人の身体そのもの否定に連なるものであったように恩

われる。こうして、ハイカラな、部会的な身体韓を求め

ていくために『錨人の愛』のナオミも缶競的な身体技法

を取り払って、西洋人的な身体を構築するために仕立て

られていくのである。

4 ナオミの〈自〉への体現イヒ

社会一般において理想化される身体と否定される身体

といったような、いわゆる〈表現される身体〉は社会構

造を維持していく装置としてのイデオロギー的関函をも
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っと言われる。。つまり、身体は社会コードを纏った号

でもあると恩われる。

さて、近代化過程においてE本人の身体構正は酉洋的

身体技詰iの習得を意味していたと思われる。 i癒人の愛』

の主人公によるナオミの身体の酉洋化は、都市化社会に

闘志していくための身体の再秩序化へのプロセスでもあっ

たと思われる。 rあ弘、勉強おし勉強おしもう菌ぐ

ピアノも買って上げるから。さうして西洋人の前に出て

も恥ずかしくないやうなレディにおなり、お前ならきっ

となれるから。 J36)、 [一方では又、被女を十分に教

育してやり、偉い女、立派な女に仕立てようと一一一

近代的な、ハイカラな婦人J37) に仕立てるたために、

ナオミの身体の西洋化はまず品描の教育から開始されて

いく。それは近代社会にあってく自〉を具現化していく

ための作業でもあったと思われる。そして、それは谷崎

自身の西洋崇拝感覚の総決算として重要関されていくもの

であったと言われている。

さて、主人公によるナオミの身体の西洋化が開始され

る前に、ナオミ自身のことに触れておきたい。まず、ナ

オミはく自分の蝿や賭の貞操と雷うことに就いては問題

にしていなしヨ〉生活環境にありながら、主人公に何か学

問をする気がないかと関われて、 くわたし、英語が習い

たいわ〉とか、 くそれから音楽もやってみたいの〉と開

盛に返答したり、 『花の話しで想ひ出すのは、横女が大

変西洋花を愛していて、一一一一一それも薗侵jな英語の

名前を沢山知っていたことでした。 JJB) というように、

ナオミ自身も漠然とではあるが酉洋志向を持っていたよ

うに思われる。こうして主人公の西洋崇拝熱とナオミの

酉洋志向は、ナオミのく白〉への体現化を屡関していく

うえでその両輪ともなっていくのである。さて、ナオミ

の身体の酉洋化は谷輔自身の西洋崇拝熱の具現1tを自指

して展開されていく。 くナオミちゃん、お前の顔はメ

リー・ピクフォードにf1:Jてるね〉と言うように、まずナ

オミの酉洋人的な顔だちからはじまって、 『ナオミよ、

ナオミよ私のメリーーピクフォードよ、お前は伺と言ふ

釣り合いの取れた、いい体つきをしているのだ。お前の

そのしなやかな蹄はどうだ。その真っ直ぐな、まるで男

の子のやうにすっきりとした脚はどうだJ39) 。主人公

は くナオミが15才の8丹、どう言う嵐な体格だったか、

一通りここに記して置かなければなりません。〉という

ように、まずナオミと出会った当時のナオミの身体の特

舗をとくとくと描写していくのである。それはく闘が短

く〉、 く脚の方が畏く〉といった具合に、まずナオミの

身体の西洋人臭さの強調から姑まり、さらにはナオミの

酉洋人臭さはく歯の並びのせい〉でもある、というよう

に歯並びもまた西洋人臭さを象建設するナオミの身体の条

件として描写していくのである。 r近来都会人の歯は日

増しに美しくなって昔のような乱杭歯や八重歯や茄子歯

はめっきり少なくなった。男女を関わず、札犠や容姿に

気を付ける人は、歯研き一つにしてもコリノスだと

ブノデントだとか、アメリカの身蹴そ晶を穫って、念の入っ

たのは朝夕二震も歯を萌ぐJ40)、このように大正後潮社

会における新しい生活感4藍を持っていたと思われるナオ

ミの身体について、主人公はナオミがくアメリカ人に近

く、文明人〉としての身体技法を身につけていたことを

強調しながら、さらにナオミの身体的描写は鏡くのであ

る。 rかう言う体格を持っていた櫨女が、運動好きで、

お転婆だったのは当たり前だと言わなL対叫まなりません。

実際ナオミは手患を使ってやることなら問事に依らず器

用でした。水誌など錨倉の三日を皮切]りにして、あとは

大森の梅岸で毎日一生懸命に習って、その夏中にとうと

う物にしてしまひ、ボートを潜いだり、ヨットを鵠った

り、いろんな事が出来るようになりました。 J41) とい

うように生来西洋人臭さを持っていたナオミの身体は、

さらには運動が好きで活発な身体をもっており西洋人的

な身体技法を次々と習得していくようになるのである。

次にナオミの身体は日本的属性の象舗である着物を謹っ

た日本的身体から、洋観を纏った酉洋的身体へと変容を

とげていくようになるのである。 r何しろお前は日本人

離れがしているんだから、普通の日本広潜鞠を着たんじゃ

面白くないね。いっそ洋顕にしてしまふか。 l止からの女

はだんだん活発になるんだから、今迄のやうな、あんな

重っ苦しい窮屈な物はいけないと題、ふよ。 j位)このよ

うに酉洋人臭い身体の持ち主であったナオミの身体は、

さらに主人公の酉洋的感覚のもとであらゆる本格的な酉

洋的身体へと仕立てられていくようになるのである。し

かし、 くみんながわたしを、すっかり変わったって言っ

てたわ〉、 く恐ろしくハイカラになった〉と言われるよ

うになってきたナオミの身体も糟級的身体というものを

開座に払拭できたわけではなかったのである。 r横2震賀

の二等室へ乗り込んだ時から、私たちは一撞の気後れに

襲はれたのです。一一一一一こうして被等とナオミとを

比べて見ると、社会の上閣に生まれた者とさうでない者

との聞には、争はれない品措の相違があるやうな気がし

たのです。一一一氏や育ちの悪い者は矢強どうして

も駄自なのぢゃないかと、一一一一一そしていつも櫨女

をハイカラに見せたところの、あのモスリンの葡萄の諜

梯の単衣物が、まあその時はどんなに槽けなく見えたこ

とでせう。 J43) ここではナオミが今までの生活環境の

もとで身につけた身体技法そのものに染み込んでいる糟

級性というものは簡単には克服することができないこと

を指摘しているのである。しかしながら、主人公はナオ

ミを大正後期社会に通用するような女性に仕立てていく

ために、つまり、ナオミを西洋人にも劣らぬ教養豊かな
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女性に教育して、情処へ出しても恥ずかしくない〈近代

的な、ハイカラな婦人〉に仕立てていこうとするが、主

人公とナオミのハピトウスの相違は西洋志向の対立へと

なっていくのである。 rナオミちゃん、遊びは遊び、勉

強は勉強だよ。 J判)とか『女の胞だって、成るほど今

までは解剖的の頭がなくても摘んでいた。が、此れから

の婦人はさうはいかない。まして、 I西洋人にも劣らな

いやうなJr立派なj女になろうとするものが、組織の

才がなく、分析の能力がないと言うのでは心細い』

45) 。主人公にとって、この語学教育をめぐってのくハ

ピトウスの身体化方式>46)の対立はナオミをく鴇神と

肉体の両面から美しくしようとした〉試みが無鞍であっ

たことを痛感するようになっていくのである。 rナオミ

は自分の期待したほと。の聾い女ではなかったこと、やっ

ぱり育ちの悪い者は争はれない、千束軒の賦にはカフェ

の女給が担当なのだ、橋にない教育を受けたところで伺

にもならない一一一-J 47) こうして教養豊かな品格

を持った西洋人へ近づくための鎚強にしてもナオミの身

体に還っている下層階級のハピトウスを嬬正することが

田襲重であることを梧っていくのである。しかし精神面

での教育については主人公の期待を裏切りながらも、

『肉体の方ではいよいよますます理想通りに、いやそれ

以上にナオミの肉体は美しさを増して行ったj叫ので

ある。 r私は特に『肉体jと苦います。なぜならそれは

被女の皮膚や、歯や、唇や、撃や、瞳や、その地あらゆ

る姿態の美しさであって、決してそこには精神的の問も

なかったのですから o J 4針。この精神と身体との背反

に接してく近代的で、ハイカラな婦人〉になるためのナ

オミの教育は断念しなければならなかった。しかし、ナ

オミの身体はこうした一切の精神性が除去されてはじめ

て大正後期社会に象観されるような、いわばモダニズム

を生きるような時代的身体として形成されていくのであ

る。 r私は今迄ナオミの手をおもちゃにしながら、 『お

前の手は実にきれいだ、まるで西洋人の手のように白い

ねjと、よくそう言って蛮めたものですが、斯うして見

ると、残念ながらやっぱり違ひます。白いようでもナオ

ミの白さは冴えていない、いや一旦この手(シユレムス

カヤ夫人の手}を見たあとではどす黒くさえ思はれま

す。 J50) ()内は筆者

主人公が酉洋崇拝熱に浮かれて、その具現化を押し進め

るために追究したく白〉をナオミは体現していない。む

しろ精神と身体の爾函から西洋化を願っていた主人公の

教育から逸脱していくようになるナオミの身体は、シユ

レムスカヤ夫人の身体と相対H:されるかたちで大正後期

社会に出現してくるような身体像として描写されていく

ようになるのである。その具体的な関がソシアル・ダン

スを習得していく場面であったと思われる。ナオミにとっ

てこのソシアル a ダンス、つまりこの新しい身体技法の

習得こそは西洋人に近づくための手段でもあった。 rダ
ンスを習ふのも悪くはなからう。もはやナオミも三年前

のナオミではないJ51) しかし、大正後潮社会にあって

ソシアル a ダンスは庶民化しつつあったとはいえ、まだ

一般的には白自民寵されていたのである。 r要するにまだ

世間ではソシアル e ダンスと言ふもの L意義を諒解して

いない。男と女が手を組み合って踊りさえすれば、 f可か

その関に農くない関協があるもののように鵠測して、直

ぐさう言う評判jを立てる。新時代の諸行に震構を持つ新

開などが、又ぃ、力目減な記事を書いては中寵するので、

一殻の人はダンスと言へば不鐘全なものだと掻めてしまっ

ているJ5針。しかし、主人公はこのソシアル・ダンス

を過して酉洋人臭いナオミの身体を西洋化していこうと

するが、それは逆に由人の枠を集約したようなシュレム

スカヤ夫人の身体技法との相対化を強調していく結果に

なっていくのである。 r私が酉洋の輝人と握手する『光

栄jにj脅したのは、その時が生まれて初めてずした。私

はシユレムスカヤ夫人がその[白い手jを私の方へ差し

出したとき、賞えず胸をどきッとさせてそれを握ってい

いものかどうか、ちょっと醸轄したくらいでした』

刻。主人公にとってく自〉は酉持崇揮の中棋をなすも

のであり、 〈自醤人種の婦人〉のシユレムスカヤ夫人の

f白い手jこそはその象舗であった。それに対してナオ

ミの手はくどす黒く〉さえ思えてくるようになるのであ

る。また、問楠にく五尺二寸の小罫〉、 く色が土人のよ

うに黒く〉、 〈乱杭歯であること〉といった主人公の伝

統的主主身体は、ぞれが日本人的な身体を象観するものと

して、かえってく白〉の罷越性を強調することになって

いくのである。さて、ナオミの身体の酉j学{ヒへの失敗は、

それが女罷鯖羅子の身体技法と相対化されていくことで

明らかになっていく。 rナオミは為る事成す事が活発の

舗を通り越して、乱暴過ぎます。一一一一ーややもする

と下品になります。 J54) というようにナオミの野性的

な身体に対しで I此れに比べると縞羅子の方は、物の言

ひょう、臨の模ひょう、頭のひねりゃう、手の挙げやう、

全てが洗練されていて、注意裸く、神経質に、人工の極

致を尽くして研きをかけられた貴重晶の惑がありまし

た。 j、55) と言うようにこのナオミと繍羅子の身体技

法の違いを主人公は、 く野生的身体〉とく挽繍された身

体〉、あるいはナオミがくメリー・ピクフォードでヤン

キ_，ガール〉であるとすれば、繭羅子の方はく伊太群j

かフランス〉人のようにくしとやかさ〉を鐘った身体に

倒えていくのである。このように、ナオミの身体がシユ

レムスカヤ夫人の身体や繍羅子の身体との差異が明白か

にされていくとき、ナオミの身体はく白〉に転化しえな

い身体、つまり、酉洋かぶれの洩薄な身体として描写さ
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れていくのである。しかしながら、このように精神的な

支えを持たないナオミの身体こそは、大正後期社会に出

現してくる『モダン字国を反映す7るような身体ではなかっ

たろうか。とすると、 『童話人の壁』のナオミの身体こそ

は今までに見られなかった身体髄を提供していくもので

あったように層、われる。

5. スポーツする身体

谷崎の諮作品には身体及びスポーツについての描写が

多数散在する。ここではζれらの描写を時代的状況を知

る手がかりとしながら、また『擁人の雪量』のナオミの身

体が大正後期社会の社会的身体畿として描き出されてい

く、その時代的背景として捉えていく。

さて、関東大震災がもたらした物理的変化はそれに並

走するかたちで都市社会化していく社会の諸事象にも変

化が見られるようになってくる。この時期に社会的広が

りをみせていたスポーツも心身の鍛舗というよりも、園

時的な競技会への参加を契機として勝散や記舗が開題視

されてくるようになる。 rスポーツを『楽しむJという

行為は、武の圏の{主人にはなかなか難しい芸当である図

柄に対しでもすぐに[道jの機念をつけ加えたがる日本

人は、国際大会で[世界j との力量の差を知り、超党熱、

スポーツの神髄は『記錨jにあり、という概念にとりつ

かれる』刻。事案、大正13、14年と続く第8困オリンピッ

ク大会と第7国極東選手権大会は日本のスポーツが大正

後期から昭和初期にかけて、まさに園を挙げて活況を星

していくその契機ともなったのである。 57) こうした時

代を反映するかのように、谷崎自身も舗の蕗作品の中に

当時のスポーツや体育についての描写を試みているので

ある。 r鵠は折々学技の運動家の群に投じて見ょうとす

ることがあったa するといたづら好きな運動家の連中は

f聖人がテニスを蛤めた。 j 、 f瀬川ガボールをやって

罷るJなどと言って手を打って廟笑した。一一一

披が三拝畿になった年から、軽量機体操と撃剣とが必路科

目として科せられたが J 5針。この自伝的

作品と言われる『神童』の主人公が体験したようなこと

は当時、学校体諜教韓要因によって学校体操が整嬬され

ていく状況を描写しているものと層、われる。また、 『癒

人の愛jでナオミの身体が描写されていく舞台にはスポー

ツが社会的に拡がりをみせていた時期と重なるのである。

その対象は社会人や女性の関にも広がりをみせて普及し

ていったのである。このような状況は谷崎自身も『脇の

いろいろ』において、 『昨今は、夏は山登り、冬はスキ

ー、肺病患者にも紫外鵠などと言って、とかく山が持て

曜される。わたしなんぞつい鰻と鼻の甲子閣のスタンド

さえ覗いたことがないくらいで、スポーツのことは一向

醜いのであるが、冬になると各地のスキー場の議雪の量

が日々拍車患の各駅に貼り出されるしラジオでも故送さ

れると言う有樺を見てはどうしてあんなことにそんを大

騒ぎをする価値があるのかと、留しまざるを得ないので

ある.J 59) と言うようにスポーツが今やモダン・ライ

ブに欠かせない要素であったことを指摘しているのであ

る。さて、大正後期社会には日本女子体育協会{大正13

年)が結成されたり、 1宮26年には日本女子スポーツ連盟

締延生したり、この時撤乃女子教育の普及とともにスポー

ツにおいても女子の進出が盛んになってくるのである。

I己が精神鯵養を忘れぬ為に、又大に自己肉体の筋肉調

整に努力し其姿懇運動のうちに、罷美性を表現せしめ

ねばならぬj耐というように、この当時は女性の健康

的な身体の鐘賛がj五がりをみせていくようになる時代で

あるが、こうしたことは海水搭やテニスなどのスポーツ

の議行をもたらしていくようになる。特に海水i告につい

ては観情的な函から批判の対象になっていたが、スポー

ツの境行は水詠をも奨勤していくようになるのである。

[日本は島田だから描に親しめなんととかいふ、言議論も

もはやとっくに昔に過ぎ去ったではありませぬか白今、は

実行の時代であります。進取の気象に富む、今後の日本

女子は、嘉美容髄康法としても、護身用としても、適当

の注意の下に水j永を鶴習してみられんことを、おすすめ

敦します。 J61) 

さて、 『錨人の霊童』が舞台となる大正後期社会にお

いて、モダンガールという言葉が定着していくようにな

る。前田によると、この頃に若い女性を対象に実施され

た靖人雑誌のアンケートによると、好きなスポーツにテ

ニス、水除、ピンポン、ダンス等が挙げられている、と

指摘している(2)こうした状況は『騒人の愛』のナオ

ミが酉洋的身体を目指していた頃と重なってくるように

思われる。ナオミの身体はまさに大正後期社会の若い女

性像を反映するような、そんな身体壌でもあったと思わ

れる@

暫定的結語

主人公の西洋的感覚で西洋化されていくナオミの身体

像の大韓抱な追究を試みてきた。さて、大正後期社会に

おける都市化の展開は自常の生活感賞をも変容させてい

くようになったと言われている。それは伝観的な f坐る

文化jから I動く文化jへの変化と言われている。臼}こ

うして活発であることが量調されてくるようになると、

女性の闇値観も大きく転囲を余儀なくされてくるように

なる。つまり缶続的規範からの関融の涜れは[モダ

ン層jをつくりだし、モダン・ライフを農関していくよ

うになる。削また、こうした女性の活動的な行動と不可
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分な関保にあったと思われる学校教育においても、女生

捷の閣でスポーツ活動が盛んになっていくのである。ナ

オミの身体の酉洋fとはこうした時代を背景にして、いわ

ゆ大正後期社会の社会的身体畿として揖写されていくの

である。しかし主人公が理想とする身体畿とは違って

ナオミの身体は、西洋人女性によって象歯されるようを

身体とは対象的に、常に何らかの欠点を持った身体とし

て描写されていくのである。そ妓次点とは何であったか。

ぞれはく白〉に象観される崇高な身体とはかけ離れた、

物置のみの身体という、ぞれは摸黙と菌洋かぶれの撞薄

な身体ということであったように思われるロしかしをが

ら、主人公はそのナオミの身体畿に時代的身体散をみて

いたようにも思われる。一般的に社会化された身体が社

会構造を維持していくその装置として働きかける記号を

持っとすれば、 『書留人の饗』が舞台となる大正後期社会

にあってナオミの身体髄こそはまさにモダンガール像と

しの身体として、それは時代的措神を纏った身体として

描写されていたように思われる。

本研究は、平成11年患の基礎教育系の研究費{重点

配分)の撞助を受けました。
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